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　写真業界にとっては恒例の「フォトキナ2016」が、

去る9月20日～25日までドイツ・ケルンの見本市

会場であるケルンメッセで開催された。

　第１回のフォトキナ開催は1950年で、今年で34

回目となる。カメラもすっかりデジタル化され、

その製品サイクルも早くなり、1 年おき偶数年開

催のフォトキナでは、作る側にとっても、ユー

ザーにとっても待ちきれないという現実もあるが、

今年の展示からは、いままでにない動きも出てき

た。ここでは各社の新製品を見るなかから、明日
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のカメラ技術と業界の行方を考察することにする。

　今回は、「Imaging Unlimited ＝イメージングに

限界はない」という統一テーマのもとに、来場者

は191,000人で前回より4％増、出展社は42ヵ国か

ら983 社、そのうち海外からの出展が69% という

ファイナルレポートが、フォトキナ事務局より発

表されている。写真業界のこれからを考えながら、

それぞれの分類に従って全体を概観してみよう。

●ライカカメラ社

　まず最初に、フォトキナはドイツで開かれている

ので、最も気になるのはライカだ。ライカカメラ社

のブースは前回と異なり大きな変化を見せた。前回

2014年は1号館の前1/3を製品の展示スペース、奥

をライカギャラリーとしたのだが、今回は1 号館

すべてがライカギャラリーとなり、ライカ製品の

展示スペースは2 号館のフロア1 の入口にこじん

まりと設けられていた。

　そしてライカカメラ社は初日20日の開館と同時の

ライカギャラリーのオープニングセレモニーを行っ

たが、社主のDr.アンドレアス・カウフマン氏とラ

イカカメラ社社長のオリバー・カルトナー氏の簡単

な挨拶に続き、ライカギャラリー責任者としてカウ

フマン氏の奥さんであるカリン・レーン・カウフマ

入口前には昨今の情勢から、手荷物検査のテント小屋が設
営されていた。過去に例のないことだ（撮影は 1 9 日朝）

ケルンメッセ正面入口。左側にはニコンのキーミッション360の映
像をゴーグルとイヤホーンを使って見せる特設コーナーが設けら
れていた（撮影は会期中の夕方終了時）

ライカギャラリーのオープニングで挨拶するライカカメラ社の社
主Dr.アンドレアス・カウフマン氏
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ン氏によるギャラリーの作品紹介、作家紹介にほ

とんど時間が費やされ、最後にカウフマン氏が登

場し、新製品であるインスタントカメラ「ゾ

フォート」をちらっと見せるだけの発表だった。

　このゾフォートは、富士フイルムのinstax mini

のフィルムを使い、ボディカラーは、ミント、オレ

ンジ、ホワイトの3色あるが、会期中はショーケー

スでの展示にとどまり、デモンストレーションは行

われなかった。すでに日本でも11月には34,560円

で発売されることがアナウンスはされているが、正

式にはフォトキナ開幕直前の9月15日にヨーロッパ

の直営店の開店に合わせて発表され、フォトキナで

初お目見えということだった。

　ライカカメラ社は、このところ急速に業務内容を

拡大させており、2016年2月のCP＋開催の時期には

中国のファーウェイ（HUAWEI）との技術提携を発表

してライカレンズを搭載したスマートフォン

「HUAWEI P9」を登場させている。

　また、今回のフォトキナ開催中の9月23日には、

ファーウェイと共同で研究開発センター「Max Berek

Innovation Lab（マックス・ベレク・イノベーショ

ン・ラボ）」を設立することを発表している。この研

究所は、画像、モバイルデバイスの撮像品質を向

上させるため、光学系とソフトウェアベースの技

術のさらなる発展を目指すとのことだが、今後ど

のように進展していくのだろうか。

　なおプロ向けのプレスレリーズによると、ライカ

のフルサイズミラーレス機のSL 用交換レンズとし

て、ズミルックスSL50mmF1.4ASPH.、アポ・ズミクロ

ンSL75mmF2ASPH.、アポ・ズミクロンSL90mmF2ASPH.、

ズミクロンSL35mmF2ASPH.、スーパー・バリオエル

マーSL16～ 35mmF3.5-4.5ASPH.、アポ・バリオエル

マリートSL90～280mmF2.8-4の6本が新製品として

発表されていた。

●ポラロイド

　2008年に倒産したポラロイド社は、カメラ、メガ

ネなど、複数の社がポラロイドのブランドを引き継

いだが、2013年 1月のCESでアメリカのSAKAR社が

ポラロイド製品を発表展示したときは、旧ポラロイ

ド社の創始者であるDr.ランドの肖像写真、歴代の

ポラロイドカメラなどを展示して、いかに旧ポラロ

イド社の流れをくんだ製品（企業）であるかという

ことを強くアピールして、コンパクトタイプとレン

ライカギャラリーではライカで撮られた15シリーズ、400作品が展示された

ライカゾフォート。デザインはライカカメラが
行った。製造は中国と底面に書いてある

2 号館のライカカメラ社展示ブース。裏に一般カウンターがあ
り、ゾフォートや新製品の交換レンズをショーケースに展示

ポラロイドのブース。コンパクトデジカメの展示がなくなり、商
品幅が狭くなった感じは否めない
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ズ交換式のデジタルカメラ、タブレットPC などを

複数展示していたが、2015年ではCUBEというアク

ションカメラが加わり、さらに2016 年 CES ではコ

ンパクトデジタルカメラに変わり3D プリンターや

ドローンが展示されていた。

　いずれにしてもコンパクトデジタルカメラ市場の

急速な衰退の影響は避けがたいものがあるようで、

今年のフォトキナブースでの展示では、CUBE、Zink

プリンター内蔵のデジタルカメラSnap などが主に

なっており、製品のバリエーションは少なく、一頃

ほどの勢いは感じさせない。

　なおブースは、ポラロイドとして出展していて、

ポラロイド製品のイメージは、すっかり新会社が引

き継いだ感じであり、すでに日本のCP＋2016にも

出展していた。

●コダックアラリス

　イーストマン・コダック社の流れをくむ会社だ

が、2016CES の場ではかつてライセンスしたアク

ションカメラ、インクジェットペーパーやインク、

ランプなどコダックブランドのさまざまな製品を展

示していたが、フォトキナの場では、セルフプリン

ターのフォトキオスクを設置し、銀塩フィルムを現

物展示するのにとどまった。

●コダック（JKイメージング）

　コダックブランドのアクションカメラを扱うのは

JKイメージングだ。2013年1月のCESでアメリカの

SAKAR 社がポラロイド製品を展示したときに同じ

ブースでコダックブランドのストロボや三脚など

数々の写真用品が発表されていた。

　その後マイクロ4/3のカメラなどがJKイメージン

グに引き継がれ、同時に登場したのがアクションカ

メラのPIXPROだ。PIXPROは当初180°撮影可能のモ

デルであったが、2台組み合わせたSP360°モデル、

4Kモデル、水中撮影が可能なモデルなどと製品の幅

を広げている。日本での販売は、マスプロアンテナ

が手がけている。

●ニコン

　この時期のニコン新製品は、アクションカメラの

Key Mission80、Key Mission170、Key Mission360

の 3機種だ。1月に開催されたアメリカのCESでは、

Key Mission360 の 1 機種だけの発表であったが、

新たに2 機種が追加されたことになる。

　ニコンのアクションカメラに注ぐエネルギーは

相当なもので、ケルンメッセ正面入口わきには

“Key Mission 360 VR Experience”と名付けた体

コダックアラリスはフォトキオスクとフィルムを展示した 左のブースのフィルムコーナー部分をクローズアップ

JKイメージング社のブース。一見するとコダック社のブースと間違えるが、Kodakの商標使用権をもった別会社である
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験コーナーを特設していた。なお、80・170・360

の数値は撮影画角を表していて、それぞれ 1 m 、

10m、30m までの水中撮影も可能。さらに170・360

モデルは4K 動画にも対応している。

　もちろん展示会場ではKey Mission カメラだけ

でなく、一眼レフがメインに展示されたが、ニコ

ンD5を3月、D500 を 4月、D3400 を 9 月に発売し

たばかりだから、短期間にこれ以上カメラの新製

品を作りだすのはむりということになるのだろう。

　またブース出口付近にビジネスコーナーを設け、

フォトキナ開催初日の9月20日に買収を発表したば

かりの英国の映像機器ロボット制御会社、Mark Rob-

erts Motion Control社のカメラ制御機器を実写映

像とともに展示していた。これは一見すると監視カ

メラのようだが、いわゆる判定カメラシステムのよ

うで、制御機器内にはニコンD5 が組み込まれてい

る。なおフォトキナ直前の9月16日には、3Dプリン

ターを手がける米国のベンチャー企業、Carbon3D社

へ約10億円の出資を発表するなど、ニコンはこの時

期急速に映像機器の多角化と産業機器事業の強化を

目指しており、会場入口でアクションカメラK e y

Mission360°VR(Virtual Reality)動画の展示コー

ナーの設置も、その一環だと考えられる。

●キヤノン

　キヤノンは、「いままでのミラーレスに満足して

いるか？」というキャッチで、EVF内蔵のAPS-C判

ニコンヨーロッパ社長の土田貴実氏がKeyMissionを解説

左からニコンKeyMission170、360、80（2色ある）

正面入口の Key Mission 360 VR Experience コーナー

Mark Roberts Motion Control社のカメラ制御機器

直近の新製品ニコンD3400のコーナー

キヤノンブースの入口
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ミラーレス機「EOS M5」をフォトキナ開幕直前の

9 月 15 日に登場させている。有効画素数約2,420

万画素の全画素が撮像と位相差AF の両方を兼ねて

機能するため、AF・AE 追従で最高約7 コマ/ 秒の

連写を実現した。EOS M5 は、シャッターを押した

ときのレスポンスが速く、従来のEOS M とは格段

の進歩を見せ、同時にEF-M レンズ初の×8.3 高倍

率ズーム「EF-M18 ～ 150mmF3.5-6.3 IS STM」を

発表、キヤノンのミラーレスへの意気込みを感じ

させる。今後、APS-C 判の一眼レフとミラーレス

機をどのように発展させていくか注目される。

　会場の展示は、ミラーレスのEOS M5と一眼レフの

EOS5D Mark Ⅳがメインであり、今回の展示はハー

ドより映像を取り込んだソフトに重点を置いたと

され、基本的にはキヤノンエキスポなどで披露さ

れていた新技術の展示が多く、すでにサービスが

開始されているカメラで撮影後の画像をクラウド

にアップするサービスの実演や、通常のインク

ジェットプリンターピクサスに加え、業務用のイ

ンクジェットプリンターである「ドリームラボ

5000」の高品位プリントを見せるなど、キヤノン

らしく幅広い画像関連機器の展示が行われた。

●ソニー

　ソニーは、2006 年にコニカミノルタからα一眼

レフシステムの製造権を譲り受けてから、2016 年

で10 周年を迎えている。ここ数年来のソニーの製

品動向を見ると、ミラーレス機のα7 シリーズが

好調であることにより、ややもすると一眼レフか

ら手を引くのではないかという見方も一部には

あったが、その期待をみごとに裏切り、一眼レフ

のフルサイズ4,240 万の高画素で、12 コマ/ 秒の

連写速度を誇る「ソニーα99 Ⅱ」を発表した。こ

のα99 Ⅱの撮像素子は、すでにα７R Ⅱで実績の

ある裏面照射タイプCMOS を使用し、ソニー独自の

トランスルーセントミラー（部分透過ミラー）技

術、さらにAF・AE性能を向上させ、新開発のフォー

カルプレンシャッターユニットを搭載するなどし

て12 コマ / 秒を実現したという。

　一眼レフで高速連写機というと、ニコンD5が10

～12コマ/秒、キヤノンEOS-1DX MarkⅡが14コマ/

秒を誇っているが、いずれも画素数2,000万クラス

であり、ソニーは独自のトランスルーセントミラー

を使用ではあるが、4,240万の高画素を12コマ/秒

で撮影できるのは注目される。

来て見て、とキヤノンはハードよりソフトを重点に展示

キヤノンはEOS M5とEOS 5D MarkⅣが新製品（プレスカンファ
レンスにて）

業界全体でカメラの業績は低下しているが、ソニーは好調に伸ば
していると解説（プレスカンファレンスにて）

ソニーα 9 9 Ⅱの高画素フルサイズで 1 2 コマ / 秒を達成
した A F とトランスルーセントミラー技術について解説
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　このフルサイズ裏面照射タイプ 4 , 2 4 0 万画素

CMOSは、すでにα7RⅡとサイバーショットRX1R Ⅱ

に使用され、新たにα99 Ⅱにも採用されるが、過

去のフルサイズセンサーのように外販されていな

い。そしてα7 用 E マウントのパテントフリーな

ども含めて、ソニーの半導体含みのカメラ戦略が

見え隠れし、カメラ分野でソニーの攻めの姿勢を

十分に感じさせる。

●富士フイルム

　今回のフォトキナで、最も驚きをもって迎えられ

たのは「フジフイルムGFX 50S」の登場だろう。富

士フイルムの中判デジタルカメラへの参入はある程

度予想できたことだが、ミラーレスの中判カメラ

で、センサーは43.8× 32.9mm、5,140万画素CMOS、

フランジバック26.7mm、バックフォーカス16.7mm、

将来の1億画素の撮像素子に耐えられる高解像対応

の交換レンズも6本発表された。

　発表時のキャッチコピーは“Fujifilm has a just

come Back”であり、明らかに営業写真館などに向

けてのメッセージだが、当然のこととしてハイアマ

チュアもその視野のなかに入れている。

　今回の製品化にあたっては中判ミラーレス機用と

して低シャッター音で低振動の最高速度1/4000 秒

のフォーカルプレンシャッターを新規に開発して搭

載。またアクセサリーシューにセットできるペンタ

プリズム状に一体デザインされたEVFは取り外し可

能で、ボディ右上の液晶ディスプレーは電源をOFF

にしても、黒地に白く文字が表示されるので、ダイ

ヤル式の撮影感度、シャッター速度数値などと合わ

せて、かなり視覚的に配慮された設計だ。

　富士フイルムは10 年ほど前には国内デジタルカ

メラ分野で事実上撤退した経緯もあるが、その後、

ミラーレス機で好評を得て、この時期の中判GFX

ソニーのブース 新製品のソニーα99Ⅱを使ってモデルさんの実写を体験できた
が、自分のメディアの差し込みはできなく、撮影画像データは
持ち帰ることはできない

蜷川実花の極彩色の大型プリントが鮮やかな富士フイルムGFXの
コーナー（人が切れる瞬間をかなり待って撮影）

GFXはフランジバック26.7mm、バックフォーカス16.7mm 妙に納得したキャッチ（プレスカンファレンスにて）
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への復帰など目覚ましいものがある。

　フォトキナ会場での発表会のなかでは、2020 年

の東京オリンピックを目指すとアナウンスされた

が、これは単なる次世代機に向けた技術目標では

ないようで、X シリーズでデジタルカメラシステ

ムの再構築の成功、オリンピックで使われること

を前提にした開発など、デジタルならではのカメ

ラの発展スタイルをそこに見ることができる。

　そしてもうひとつ、デジタル以上に気炎を吐い

ているのは、instax mini のチェキフィルムを使

うインスタントカメラの好調さだ。

　会場では毎回撮影コーナーが設置されているが、

Wideに加え、Future Standardとして“SQUARE”サ

イズ、さらにこの時期からはMONOCHROMEも加わっ

ている。またカメラのバリエーションも豊富で、

さまざまな仕様のボディが展示され、その勢いを

うかがい知ることができる。

　その好調さを裏付けるように、ライカカメラ社

がゾフォートを売り出すわけだが、すでにロモ社

が富士のインスタントフィルムを使うカメラを発

売しているので、instax mini フィルムの売り上

げはますます増加するのだろう。そして会場で目

についたのは、ポラロイドのバッグを持った人が、

富士とロモのインスタントカメラのコーナーに必

ずいることで、インスタントカメラを重点的に注

目するユーザーが複数存在するということだ。

GFXの各部。外付けEVFは、まるで取り外し可能なペンタプリズムのような感じでデザインされている

インスタントフィルムの将来はスクエアが標準だという カラーボディのコーナーの前で試写する人々

㊧いくつかあった変わったデザインのカメラうちの1台、こういうカメラを複数作れるのは元気な証拠。㊥スクエアサイズフィルムの専
用カメラで撮影中のスタッフ。㊨ライカカメラ社にも提供される新製品のモノクロームフィルム
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●オリンパス

　今回のフォトキナにおけるオリンパスの新製品

発表はかなり力の入ったものとなり、ケルンメッ

セ会場から離れた独自の場所で行われた。

　発表会の初めには、フルサイズ、APS-C に対す

るマイクロ4/3 の小型・軽量化での有利さを述べ

たのちに、オリンパスが発表したのはミラーレス

機のフラッグシップ機となる「OM-D E-M1 MarkⅡ」

で、2,037 万画素、AF・AE を追随させて18 コマ/

秒の高速連写を誇り、4K 動画にも対応する。

　特にAF は、位相差とコントラスト検出を効果的

に併用し、像面位相差の測距点は121 点で、その

すべてがクロスタイプとされている。さらに完全

無音の静音モード、深度合成モードなども搭載し、

単なる小型機でなく、そこを超えた形でマイクロ

4/3 規格ならではの新しい性能を引き出している

ところが注目される。

　発売は年内と伝えられているが、フォトキナ会

場では、OM-D E-M1 Mark Ⅱの実機展示はなく、立

体ディスプレーによるバーチャルイメージに終

わった。交換レンズとして M ズイコーデジタル

ED12-100mmF4IS PRO も発表された。

●パナソニック

　今年はパナソニックがルミックスブランドのデ

ジタルカメラを手がけて15 周年だ。最初のモデル

は2001 年に発売されたDMC-F7 と DMC-LC5 で、い

ずれもライカブランドのズームレンズを装着して

のスタートだったが、その姿勢は現在まで変わら

ない。特に会期前日の19 日に開かれたプレス発表

会には、ライカカメラ社の社主であるDr. アンド

レアス・カウフマン氏を招いて、冒頭にその関係

ルミックスのヨーロッパ市場におけるシェアを解説

オリンパスは、フルサイズ⇒ APS- C ⇒マイクロ 4/3 と小型・
軽量化できることをアピール（プレスカンファレンスにて）

オリンパスの展示ブース

展示ブースには OM-D E-M1 Mark Ⅱの実機展示はなかった オリンパス OM-D E-M1 Mark Ⅱ実機をゲストルームで拝見
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について語ってもらい、ライカカメラ社との協業

がうまくいっていることを印象づけた。

　フォトキナ時の新製品は、ミラーレス一眼とし

て1,600 万画素、レンズ側とボディ側の5 軸デュ

アル手ブレ補正、電磁駆動の低振動シャッター搭

載、4Kフォトの「G8」、レンズ非交換のコンパクト

機としては2,0 10 万画素、1 型センサーで24 ～

72mmF1.4-2.8、3倍ズームの「LX9」、同じく1型セ

ンサーを使い20倍ズーム24～80mmF2.8-4.5 を搭

載した「FZH1」の 3 機種であるが、ハイエンドハ

イブリッドミラーレス機という名のもとにルミッ

クス史上最高画質で、4Kの動画を60コマ/秒で4K

のままプログレッシブで吐き出す機能、高画質4:

2:2 10bitカメラ内記録、4Kフォト60連写（8M）、

6K フォト30 連写（18M）を可能とする「GH5」を

2017 年の春発売予定として開発発表した。

　また、ライカDGバリオエルマリートF2.8-4ズー

ムレンズシリーズとして8～18mm、12～60mm、50

～200mm を 2017 年以降順次発売していくという。

　そして、最も注目されるのは2020 年に向けた技

術展開だ。それによると、2 0 1 5 年：4 K フォト

（8.3Mpix30fps）⇒2016年4Kフォトの進化（60fps）

⇒2017年6Kフォト（18Mpix）⇒8Kフォト（33Mpix）

⇒東京オリンピック、というスケジュールが発表

されていることだ。

　これに関しては、富士フイルムも同じように東

京オリンピックを目途にカメラ開発を行っている

ことを発表している。パナソニックと富士フイル

ムの間にあるのは2016 年の2月にパナソニックが

発表した富士フイルムの有機薄膜を用いた有機

CMOS イメージセンサーの協調関係があるが、いま

現在詳細は不明。パナソニックのスケジュールに

よると、明らかに東京オリンピックが明確に視野

に入っているようだが、パナソニックとしては動

画なのかスチル画像なのか、リオデジャネイロオ

リンピックで使われたキヤノン、ニコンの一眼レ

フフラッグシップ機に対し、ミラーレス一眼のパ

ナソニックと富士フイルムがどのように報道用カ

メラに食い込むのだろうか。今後その点が明らか

になってくると、デジタルカメラの新しい飛躍的

な展開がなされることになるが、興味ある点だ。

●リコー

　すっかりリコーのカメラブランドとして定着し

たペンタックスは、2016 年はすでに念願のフルサ

イズ機「K-1」を発売し、フォトキナ直前には「K-

ライカカメラとパナソニックの結びつきについて話すライ
カカメラ社主の Dr. アンドレアス・カウフマン

2017年に発売予定のルミックスGH5

モデルさんを使ったルミックスの実機を触れる撮影コーナー
は人気だ。もちろん他社カメラの持ち込みも O K

リコーのブースはシータとK-1がきれいに分かれた展示だ
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70」を発売している。どちらも価格的には従来の

他社同等機より低価格とした戦略機で、ファンに

は好評をもって迎えられている。

　とはいっても何か新製品はと聞くと、K-1 用の

ファームウェアアップしかないということで、会

場では「シータ」と「K-1」がみごとに展示エリア

を折半していて、シータで撮影した360°画像を

ゴーグルで見せるコーナーも設けられていた。

●ハッセルブラッド

　ハッセルブラッド社は、今回のフォトキナでは

他社に先駆けて新製品としての中判ミラーレス機

である「X1D」を6 月に発表し、9 月に発売を開始

している。5,000 万画素43.8 × 32.9mm の CMOS セ

ンサーを搭載し、トップカバーには「HAND MADE

IN SWEDEN」と刻印され、スウェーデンのハッセル

ブラッド社製のボディであることが強調されてい

る。交換レンズは、日本の日東光学製であること

も発表されている。2 0 1 2 年のフォトキナではソ

ニーNEXの着ぐるみのような“Lunarカメラ”を発

表していたが、改めてミラーレス中判という基本

に立ち返る考えで新規まき直しを図るようだ。

●Yi M1ミラーレスデジタルカメラ

　今回初めて登場した中国のシャオイテクノロ

ジー（YiTechnology）社のYi M1 というマイクロ

4/3 規格のカメラ。ソニー製の2,000 万画素CMOS

イメージセンサーを使い、4K30fps の動画に対応

し、Wi-Fi なども装備している。関係者によると、

オリンパスとパナソニックの手を借りずに独自に

旧三洋デジタルイメージング社の関係が設計した

リコーシータの 3 6 0 °画像をゴーグルを使って見られる シャオイテクノロジーのブース。「Y i  M 1」カメラに 1 2 ～
40 mmF 3.5 -5. 6 ズームレンズを装着して撮影。Exif データ
を読むと、メーカー名：XI A O Y I  、モデル名：M1、レン
ズ：XIAOYI 12 ～ 40mm F3.5-5.6、5184 × 3888、12mm、プ
ログラム AE、1/1 00 秒、IS O 64 0、などと記されていた

交換レンズを外したところ。マイクロ 4 / 3 規格のカメラ
であるから他社と大きく変わるところはない

ボディカラーはシルバーとブラックがあり、このように
ボディと 2 本のレンズが化粧箱にセットされ発売される

中判デジタル X 1 D がメインのハッセルブラッド社ブース
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とされるが、製造は中国で行われるようだ。

YiTechnology社はHPを見るとアクションカメラや

ドローンなど先端映像機器も扱っている。

　12～40mmF3.5-5.6 と 42.5mmF1.8の 2本の交換

レンズが用意されていて、シルバーとブラックタ

イプがあり、ボディとセットで約35,000 円ぐらい

で販売されるという。今回は、SDカードを入れて、

試写することもできたので、ブース写真はYi M1

カメラで撮影したものを掲載した。

●シグマ

　シグマの新製品は、7 月に発売された「sd クア

トロ」カメラが一段落したこともあり、この時期

は交換レンズとしてシグマ85mmF1.4 DG HSM Art、

12～24mmF4DG HSM Art、500mmF4 DG OS HSM Sports

の 3 本で、加えて日本でフォトキナ直前に公開さ

れていたシネ用レンズ20m m T 1 . 5、24 m m T 1 . 5、

35mmT1.5、50mmT1.5、85mmT1.5、18～35mmT2.0、

50～100mmT2.0、24～35mmT2.2の 8本が発表され

た。いずれもスチル用のArt ラインの光学系をシ

ネ用に転用したもので、4K、8K に対応し、コスト

パフォーマンスの高さも特徴としている。

　スチル用の85mmF1.4 DG HSM Art はカールツァ

イスのオータス85mmF1.4 に範をとり、性能の高さ

に加え、価格は 1 / 2 程度を目指すという。また

500mmF4 DG OS HSM Sports は、鏡筒部材をマグネ

シウム合金、フードはカーボンファイバーにして

軽量化を図っており、手持ち撮影も可能だ。

　いずれもフルサイズの高画素センサーに対応さ

せるには、大きく重くなるという現実があるが、

マグネシウム製鏡胴は軽量化が図れるため、今後

は他のレンズにも採用の幅を広げていくという。

なおニコン用には電磁絞りを採用し、完全電子マ

ウント化にして、高速連写時のAE の安定性向上を

図っている。価格は80 万円とされる。

●タムロン

　タムロンのこの時期の新製品は望遠ズームの

SP150～ 600mmF5-6.3Di VC USD G2 だ。タムロン

は、2015 年からSP35 mmF 1. 8、SP 45 mmF 1. 8、

SP90mmF2.8、SP85mmF1.8と新SPシリーズを発売し

てきたが、いずれも単焦点だったのを、新SP150

～ 600mmF5-6.3G2 の投入で、ズームレンズへも新

SP シリーズとして展開することになった。

マグネシウム合金とカーボンファイバーを使い軽量化を

目指したシグマ 500mmF4 DG OS HSM Sports

タムロンのブース

A F 性能を向上させて新 S P シリーズに加わった、望遠ズー

ムのタムロン SP150 ～ 600mmF5-6.3Di VC USD G2

シグマのブース
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　もともとタムロンにはSP150 ～ 600mmF5-6.3 が

あったが、光学系を改良し、AF 性能を飛躍的に向

上させて、新たに2倍と1.4倍のテレコンバーター

を加え、新SP レンズとして発売されることになっ

た。SP150 ～ 600mmF5-6.3 は、昨今のネイチャー

フォトやスポーツフォトの人気に支えられ、メー

カーレンズをしのぐ勢いで売れたヒット商品とし

て知られていた。

　新SP レンズはデザイン的にも一新され、マウン

ト基部には金色のリングを付けて差別化を図って

いる。また、SP150 ～ 600mmF5-6.3Di VC USD G2

は、先に発売されたSP85mmF1.8と同様に、ニコン

用では、他社に先駆けて電磁絞りを採用して、完

全電子マウントを達成しているのも特徴だ。

●ケンコー・トキナー

　ケンコー・トキナーは、フィルター、三脚など

幅広い分野を手がけるが、ここではそのうちの一

部の交換レンズを主に紹介する。

　交換レンズでは「トキナーFirin 20mmF2」とい

う新名称でソニーα7 用FE マウントレンズを発表

した。このレンズはマニュアルフォーカスだが、

ソニーFE マウントとしたところが注目される。

　実は今回各社の新型レンズを試してみたいと考

えてソニーα 7 R をボディのみ持参した。なぜソ

ニーボディかというと、小型で持参にあたり場所

をとらないことと、明らかに中国のレンズメー

カーを含めこの時期一気にソニーFE マウントの採

用が増えているからだ。

　最初に使わせてもらったのが、この F i r i n

20mmF2 で、絞り開放で撮影したがシャープだ。こ

のレンズは、絞りリングをクリックありとなしに

設定でき、シネ用レンズとしても使えるように配

慮されている。まさに時代を反映している。

　また、ケンコーとして初めてミラーレス用マウ

ケンコー・トキナーのブースは Ken k o、To ki n a、Co k i n、
HO Y A、SL I K を打ち出している。C ok i n はフランスの会社

大判関係は H O R S E M A N の名の下にケンコー・プロフェッショ
ナル・イメージングとして独立したブースをだした

㊧ケンコーとしては初のマウントアダプターを解説する山中徹社長とケンコー・トキナーインディアの森下雅春氏、
㊥フードのついたトキナー Firin 20mmF2、㊨ソニーα 7R に装着された Firin 20mmF2

【フィリン 2 0 m m F 2 でフィリン担当の高橋光太郎氏を撮影】
絞り F2 開放、1/80 秒、AWB、ISO100、α 7R
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ントアダプターを販売することになった。特徴は

日本製らしく精度を高く仕上げたという。ケン

コーはもともと各カメラに対応させたT マウント

アダプターを販売していたが、新たにソニーFE、

フジX、マイクロ4/3 などを加えたことになる。

　そして会場内を歩いていてびっくりしたのは、

「HORSEMAN」のブースがケンコー・トキナーとは独

立したところに設けられていたことだ。最初は

ホースマンが再独立したのかと思ったが、たまた

まなかにいた駒村商会の駒村利之社長に聞くと、

ケンコー・プロフェッショナル・イメージングの

ブースだというので、納得した。

●カールツァイス

　カールツァイスといえば、かつてはヤシカ・コ

ンタックスの交換レンズであり、ソニーのデジタ

ルカメラ、ビデオなどの光学系に使われているが、

現在ではツァイスとコシナが販売したりといろい

ろだ。この時期にはシグマが85mmF1.4Art を設計

するにあたり、オータス85mmF1.4 を模範にしたと

いうように、いまもなお厳然としたものがあるの

がカールツァイスのレンズだ。

　フォトキナでの新製品は、マニュアルのキヤノ

ン/ニコン用Milvus 15mmF2.8、18mmF2.8、135mmF2

とマニュアルのソニーFE用のLoxia 85mmF2.4、シ

ネ用LWZ.3 21～100mm/T2.9-3.9 Tなどだが、iPhone

用のコンバーターレンズ、バーチャル映像用の

ZEISS VR ONE Plusゴーグルなども展示された。

　ブースには、恒例のレンズの大型模型が設置さ

れた。今回の模型の元となったのはオータス

85mmF1.4 で、やはりこのレンズは現在のツァイス

レンズを象徴するものなのだろう。オータス

85mmF1.4の正式名称は、アポ・プラナー85mmF1.4

であり、模型はかなり正確に作られていて、Made

in Japan というところも克明に記されている。

●フォクトレンダー

　会場に「フォクトレンダー」と「コシナ」とい

うブースはない。コシナのフォクトレンダーレン

ズは、ドイツの写真材料商組合である「リング

フォト」のブースに飾られている。

　今回の展示では、マクロ・アポ・ランサー65mmF2

がソニーFE マウントで参考展示されていた。外観

は鏡胴ヘッドに高度に色補正されたアポ・ラン

サーの意味を示すR.G. B. のラインが刻まれてい

る。まだ試作であるために外観デザインは今後変

更されるという。

　その他、ヘリアー・ハイパー・ワイド10mmF5.6

ツァイス恒例の大型レンズ模型のショーケース

ZEISS VR ONE Plus ゴーグルの実演コーナー

ツァイスのiPhone用のコンバーターレンズ
コシナ・フォクトレンダーレンズの新製品。㊧マクロ・
アポ・ランサー 6 5 m m F 2 （ソニー F E）、㊨ヘリアー・ビン
テージライン 50mm F3 .5（ライカ M）
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用の外付け光学ファインダーが初めての公開で、す

でに国内で発表されていたヘリアー・ビンテージラ

イン50mmF3.5、ノクトン58mmF1.4SLⅡSもフォト

キナ新製品となる。なお、ツァイスのOtus(オータ

ス)、 Milvas（ミルバス）はコシナによるものだが、

展示はカールツァイスブースで行われた。

●興和

　1970 年代まではコーワ シックスなどのカメラ

をだしていたが、現在ではスポッティングスコー

プや双眼鏡などが知られている。2014 年フォトキ

ナにてマイクロ4/3 用のマニュアル交換レンズの

プロミナー8.5mmF2.8、12mmF1.8、25mmF1.8を発

表したが、2016 年 7 月にはそれら鏡胴をシネ仕様

としたコーワシネプロミナー 8 . 5 m m T 3 . 0 、

12mmT1.9、25mmT1.9 の 3本をブラックとゴールド

仕上げで発売している。

●フェイズワン

　フェイズワン（PHASE ONE）ではすでに発売して

いる1 億画素の中判デジタルカメラシステムに対

応させるため、「フェイズワンレンズ」AF28mmF4.5、

AF35mmF3.5、AF45mmF2.8、AF80mmF2.8、MF120mmF4、

AF120mmF4、AF150mmF2.8、AF75～ 150mmF4の 8本と

「シュナイダーレンズ（Schneider）」LS28mmF4.5、

LS 3 5 m m F 3 . 5、LS 5 5 m m F 2 . 8、LS 8 0 m m F 2 . 8、

LS 110m mF2. 8、LS 12 0m mF 4、LS 150m mF3. 5、

LS240mmF4.5、LS40 ～ 80mmF4、LS75 ～ 150mmF4、

TS120mmF5.6 の 11 本をラインナップした。

　フェイズワン社は2015 年 10 月にマミヤ・デジ

タル・イメージングを吸収しマミヤの光学機器事

業の一切を継承しているが、今回のフォトキナ

ブースで、マミヤ名は見ることはできなかった。

●サムヤン

　いまもっとも成長著しい交換レンズメーカーは

韓国のサムヤンだといわれている。たしかにその

通りで、フォトキナでの展示ブースも年々拡大さ

れている。今回の注目は、従来サムヤン（SAMYANG）

の交換レンズはすべてマニュアルフォーカスで

あったのを、50mmF1.4FE、14mmF2.8FEの 2本をAF

仕様としたことだ。それも共にソニーマウントで

あったので、どちらもAF で試用させてもらった。

　このほか、PremiumMF として14mmF2.4 をキヤノ

ンEF、ニコンF、ソニーEF用に、85mmF1.2をキヤ

ノンEF 用に発表している。さらに“XEEN”という

別ブランドで、シネ用レンズ6本を新製品として展

示していた。日本では、ケンコー・トキナーが代

理店になっているので、CP＋2016の会場では同社

の展示ブースの奥にサムヤンのコーナーがあった。

㊧スポッティングスコープが並ぶ興和のブース、㊥マイクロ 4 / 3 用プロミナーレンズ、㊨ショーケースのなかには、かつ
てのフィルムカメラ時代の興和製のカメラである、カロフレックス、ラメラ、コーワ S W 、コーワ S I X などが並べてある

フェーズワンブースにて。㊧カンボ（C A M B O ）、㊨フェーズ
ワンカメラとレンズは、かつてのマミヤ 6 4 5 D の流れをくむ

サムヤンのブース。やはり前面に打ち出されていたのは
A F 対応になったことだ
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●KIPON

　日本ではKIPON ブランドのミラーレス用マウン

トアダプターの製造元として知られているが、正

式にはShanghai Transvision Photographic とい

う会社だ。すでに日本のCP ＋にもここ数年出展し

ているが、マウントアダプターから交換レンズへ

と取り扱い商品を拡大している。

　交換レンズは、ドイツのHande Vision社で設計

して、中国で製造しているようで、この時期は

IB E R I T（イベリット）シリーズとして最大口径

F2.4で、単焦点で24mm、35mm、50mm、75mm、90mm

の 4 本をそろえている。鏡胴はブラックとシル

バー、マウントは、ソニーFE、フジX、ライカMの

3 種類で、ライカM マウントは距離計に連動する。

基本的には、ライカのズマリットシリーズにな

らったものだそうだが、24mm はライカにはない焦

点距離だ。24mm、35mm を使ったが写りはいい。

●ラオワ

　LAOWA と書いてラオワと読み、老蛙と書く。中

国安徽省にあり、Anhui Changgeng Optics Tech-

nology Co., Ltd.（Venus Optics） の交換レンズ

としての商品名が「ラオワ」なのだ。この会社は

2013 年にマクロ写真愛好家のグループ自らがレン

ズ設計し、製作する新しいレンズメーカーだとい

㊧サムヤン AF50mmF1.4FE、㊨ AF14mmF2.8FE

【サムヤン AF5 0 m m F 1 . 4 F E の絞り開放でサムヤンスタッフ
を撮影】絞り F1.4 開放、1/200 秒、AWB、ISO100、α 7R

KIPON（Shanghai Transvision Photographic）のブース LAOWA のブース

㊧イベリット 35mmF2.4、㊨ 24mmF2.4

【イベリット 2 4 m m F 2 . 4 の絞り開放でソニーブースのモデ
ルさんを撮影】絞り F2. 4 開放、1/8 0 秒、AWB、ISO1 00、
α 7R
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う。社名であるChanggengは中国の古詩に、Laowa

は毛沢東のカエルの詩から名付けられたという。

　ラオワは、2015 年 1 月に60mmF2.8 2 × Ultra

Macro、15mmF4Wide Angle Macro、2016年 3月に

105mmF2 Smooth Trans Focus、6月に12mmF2.8

Zero-Dを発売し、2016年 12 月には15mmF2 Zero-

D、7.5mmF2 MFTの発売を予告している。日本では、

ケンコー・トキナーの傘下にあるサイトロン・ジャ

パンが正規輸入代理店である。

　いずれもマニュアルフォーカスだが、光学的に

特徴をもたせたレンズで、105mmF2の Smooth Trans

Focusはアポダイズド光学系を組込み美しいボケ味

をだし、Zero-D はディストーション・ゼロを意味

する。このうち、7.5mmF2 MFT はマイクロ4/3 用、

その他はフルサイズ用で、キヤノン、ニコン、ソ

ニーA、ペンタックスK、ソニーFEが用意されてい

る。ペンタックスK用が加わり、15mmF2 Zero-Dは

ソニー F E 用だけとなっているのも注目される。

15mmF2 と 105mmF2 を使ってみたが、写りはいい。

●ゼニット

　旧ソ連時代のクラスノゴルスク機械工場（KMZ）

の流れをくむZENIT（ゼニット）だが、現在は医

療、宇宙、天体、照明、など幅広い光学機器・材

料を扱うShvabe（シャーベ）グループの一員だ。

　写真用レンズとしては、Zenitar（ゼニター）、

Herios（ヘリオス）があるが、ここ数年来は旧ソ

連時代のレンズデザインを継続してフィッシュア

イ8mmF3.5、16mmF2.8、20mmF2.8、28mmF2.8、

50mmF1.2、50mmF2、58mmF2、85mmF1.5、85mmF1.4、

APO135mmF2.8 を製造していたが、この時期には外

観デザインを一新して、Zenitar50mmF0.95（ソ

ニーFE）、Zenitar50mmF1.2（ニコンF、キヤノン

EF）、Zenitar85mmF1.2（ニコンF）を新製品として

展示した。いずれもマニュアルフォーカスだが、

最近のトレンドである50mmF0.95 大口径をソニー

FE マウントでだしてきたことが注目点だ。

●その他のレンズメーカー

　Meyer Optik Gorlitzは、1896 年にHugo Meyer

によりドイツのGorlitz に設立された今年で100年

を迎える名門の光学メーカーだ。1986年に東独のペ

ンタコンに吸収され一時は途絶えたが、フォトキナ

2014 で再登場している。このときは、80mmF1.8 と

8 5 m m F 1 . 4 S o m n i u m の 2 本だったが、今回は

Figmentum35mmF2、同85mmF2、Plimoplan58mmF1.9、

同75mmF1.9、Noctarnus35mmF0.95、同50mmF0.95、

Tr i ma g o n 9 5 m mF 2 . 6、Tr i op l a n 5 0 m mF 2 . 9、

Trioplan100mmF2.8（シルバー、チタン、ゴールド）

とラインナップを広げ、マウントもニコン、キヤノ

㊧ラオワ 15mmF2 Zero-D、㊨ラオワ 105mmF2 の Smooth
Trans Focus

【ラオワ 15mm F2  Z er o- D の絞り開放でブースカウンターで
撮影】絞り F2 開放、1/80 秒、AWB、ISO100、α 7R

ゼニットの新レンズ。㊧ Zenitar50mmF0.95（ソニー FE）、
㊨ Zenitar50mmF1.2（ニコン F、キヤノン EF）

シャーベのブースには、ゼニットレンズほか、シネレン
ズ、硝材、光学フィルターなど幅広く展示されていた



17

ンに加え、ペンタックスK、ライカM、ライカスク

リュー、ソニーFE、フジX などと幅を広げている。

いずれもドイツ製で手作りであることを特徴として

いる。今回の展示は、独自ではなく販売店ブースの

ショーケースを借りた感じだった。

　Honkong Meike Digital Technology 社は、Meike

12mmF2.8 超広角レンズと8mmF3.5 フィッシュアイ

レンズの2本を展示していた。12mmは APS-C用で、

8mm はフルサイズをカバーし、いずれもキヤノン、

ニコン、ソニーE、フジX、マイクロ4/3用に対応。

Me i k e は美科と書く。このほかに、A PS - C 用に

28mmF2.8、35mmF1.7 を扱っていて、LED リングラ

イト、マウントアダプター、中間リング、ストロ

ボ、バッテリーグリップ、リモコン、ビューファ

インダーなどをラインナップしている。

　中国の ShenZhen YongNuo Photographic Equip-

ment 社は、一眼レフ用交換レンズYN35mmF2(キヤ

ノン/ニコン用）、YN50mmF1.8（キヤノン/ニコン

用）、YN100mmF2（キヤノン用）を出品。このうち

35mm と 50mm は日本のアマゾンで発売中なので、

100mm が新製品なのかもしれない。いずれもAF 対

応で、デザインがキヤノン、ニコンにそれぞれ似

ている。このほかテレコンバーター1.4 ×、スト

ロボ、LED ムービーライトなども扱っている。

　交換レンズ関係の出展社は、ここに書き出したの

がすべてではないと考えられるが、昨年出展のあっ

た中国の中一光学（ZHONG YI OPTICS）は、今回出

展していなかった。また、ミラーレス機の登場によ

るマウントアダプターについて当初はこれらをすべ

てピックアップするつもりであったが、実に多数の

企業から出品されているのであきらめた。

●銀塩感材関係

　今年の夏ごろ若い人にフィルムカメラが人気だ

と一部のマスコミで騒がれたが、実際はどうなの

だろう。少なくとも富士フイルムの項で紹介した

instax mini のチェキフィルムを使うインスタン

ト写真が好評なのは間違いない。インスタント写

真へのファンはたくさんいるようで、会場ではポ

ラロイドブースでもらったバッグを肩にかけて、

富士フイルム、ロモ、インポッシブルなど、イン

スタント写真に関連しているブースを周っている

だろう人が多いのが目についた。そこにライカカ

メラ社がゾフォートを発表したが、一般ユーザー

メイヤーレンズの展示はささやかだが、この 2 年間の間
に商品のラインナップを大幅に広げている

香港美科デジタルテクノロジー社

ShenZhen YongNuo Photographic Equipment 社のブース。
左に大きくプリントされた 1 0 0 m m F 2 は新製品のようだ

外観デザインがキヤノン、ニコンにそれぞれ似ている
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にはまだ認知されていなかったこともあるが、ゾ

フォートはガラスケースの中に置かれているだけ

であったためか、評判はほとんど聞けなかった。

　銀塩感材という意味で最も大きなブースをだし

ていたのは、日本の三菱製紙だ。それも、インク

ジェットペーパーのキャンソン、フェリックス・

シェラーの隣で銀塩のGrace カラーペーパーを前

面に打ち出してというのがすごい。

　インポッシブル（IMPOSSIBLE）は、2008 年にポ

ラロイド社が倒産後、オーストリアでスタートし

た旧ポラロイドフィルムを作るために作られた会

社で、世界に約1 億台あるという過去に生産され

たポラロイドカメラを稼働させるために、元ポラ

ロイドのフィルム技術者を招いて、旧ポラロイド

のオランダ工場でフィルムを製造開始している。

ポラロイドという名称は他社が権利を持っている

ために使えなかったので、インポッシブルを使用。

　現在では、SX-70、600 シリーズ、8×10モノク

ロも再生している。展示ブースでは、これらの紹

介と、ピールアパートフィルムによるイメージト

ランスファーの実演を行っていたが、最近は600

タイプカメラ用フィルムを使う「THE I-1（アイ・

ワン）という新しいカメラも登場させている。

　通常の黒白フィルム、印画紙、薬品となると

1 8 6 0 年創業のベルリンの A D O X （アドックス、

www.adox.de）は、大判フィルム用の低感度密着印

画紙LUPEX（255g、バラ板）、黒白リバーサルフィ

ルムのSCLA160BW、4×5シートフィルム現像タン

クを新製品として展示。

　チェコ共和国の FOMA（フォマ、www.foma.eu）は

創立が1921年、今年で95周年を迎える。135の黒

白ネガFOM A PA N  1 0 0/ 4 00、黒白リバーサルの

ロモのインスタントカメラコーナー

インポッシブル社にはカメラの新型が登場

三菱製紙のブース

インポッシブルのポラロイド規格フィルムも増えた

アドックスの黒白リバーサルフィルム S C L A 1 6 0 B W。現像後
にスキャンして使用するデジタル時代のフィルムらしい
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FOMAPAN 100R、16mmリバーサルのFOMAPAN R、黒

白印画紙FOMABROM などのほか、歯科用フィルム、

薬品などを製造している。

　ローライ（Rollei）は、かつてはカメラを製造

していたが2014年には倒産し、2016年フォトキナ

で見ると、フィルムを販売する会社と、フィル

ターを販売する会社がある。どちらもRollei とい

うブランドを継承するものの、直接的にかつての

フランケ＆ハイデッケ社とは関係ないはずだ。

　フィルムのローライは、フォトキナのブースで

はRollei GmbH & Co.KG となっているが、パンフ

レットでホームページ（www.maco-photo.de）をた

どっていくと、HANS O. MAHN GmbH & CO.KG、MACO

PHOTO PRODUCTSというところに行きつく。それに

よると、2004 年にローライフィルムをマコが作り

始めたことになる。現在ローライフィルムは、黒

白パンクロ、オルソ、スーパーパン、赤外、カラー

ネガ、カラーリバーサル、などのほか、サイズも

135、135mm長巻、120、4×5シートなど幅広くそ

ろえられており、黒白バライタ印画紙、各薬品な

ども販売されており、一般用途として最も品数が

豊富なフィルムブランドとなっている。

　ILFORD Imaging Europe（イルフォード・イメー

ジング、ドイツ）は、1879 年にイギリスで設立さ

フォマ社のブース

フォマ社のフィルム製品群

フィルムのローライ社ブース

ローライ社のフィルム製品群

フィルターのローライ社 イルフォードイメージング社のブース
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れた旧イルフォード社の流れをくむインクジェッ

ト用紙を製造・販売する会社である。今回のフォ

トキナでは、インクジェットペーパーに鳥の子和

紙を使った「ILFORD GALERIE WASHI TORINOKO」、

オリジナルのインクジェットペーパーを作れる

「ILFORD GALERIE Creative Emulsion」、熱染料昇

華型でA4・A3 までの光沢かマット仕上げのパネル

写真を製作できる「ILFORD ILFOCHROME」システム

を発表した。なお、旧イルフォード社の流れをく

み、現在もイルフォード（ILFORD)名で黒白フィル

ム、黒白印画紙を製造・販売するのは、イギリス

のHARMAN technology 社だが、前回は出展してい

たが、今回は見当たらなかった。

　インクジェットペーパーでは、欧米ならびに中

国のメーカーが多数出展しているが、日本のアワ

ガミファクトリー（富士製紙企業組合）は、プラ

チナプリント用に手すきの雁皮紙を使った作品を

持ち込み、欧米の作家に好評であった。

　銀塩感材関係は、このほかにテテナール

（TETENAL、ドイツ）、ベルリーニ・フォト（BELLLINI

FOTO、イタリア）など、写真薬品の会社をいくつ

か見ることができたが、例年出展していた中国の

ラッキーフィルムは見つけることはできなかった。

　Shen Haoシェン・ハオ（www.shen-hao.com）と

読むのだろうか、中国上海にある、1994 年に創業

した大判カメラのメーカーだ。一見するとディア

ドルフかエボニーのようであるが、黒クルミの木

とアルミ合金を使ったウッドビューカメラであり、

そのフォーマットも、6×9cm、6×17cm、6×24cm、

4×5"、5×7"、5×8"、4×10"、8×10"、5×

12"、7×17"、11 ×14"と 12種類あり、さらにさ

まざまなタイプに分かれている。

　ここまで、ウッドビューカメラを品ぞろえして

これからどうなるのかとも考えたが、それぞれの

フォーマットに合わせて、デジタルカメラを装着

するアダプターが用意されている。マウント種類

も、ペンタックスK、ニコン、キヤノン、フジX、

ソニーA、ソニーFE、ハッセル、マミヤ645、コン

タックス645 などがあり、デジタルカメラボディ、

デジタルカメラバックに対応させている。その他、

各フォーマットに応じフィルムの撮り枠、リンホ

フ、ジナー、カンボ、トヨ、ホースマン用の標準

蛇腹、袋蛇腹なども製造している。かつてはアメ

リカの写真家ジョン・セックストンも使っていた

ようだが、その商品幅の広さには驚く。

　近くのブースには、8×10"のピンホールカメラ

が置かれている。樹脂成型だが、価格は350 ドル

ぐらいだという。中国製品は奥が深い。

●写真産業の行方

　「Imaging Unlimited」とは今回のテーマだが、

確かにイメージングの分野はさまざまに広がる可

能性は十分にある。そういう視点から今回の展示

された製品から動向を見てみると、シネ用レンズ

の新製品が各社から相次いだ点が注目された点だ。

この分野では、すでにカールツァイス、キヤノン、

富士フイルム、ライカカメラ、ゼニット、シュナ

イダー、ケンコー・トキナーなどに加え、シグマ、

サムヤン、興和などが新たに加わったわけだが、

アワガミファクトリー（富士製紙企業組合）のブース

㊧シェン・ハオ8×10"ウッドビューカメラ、㊥シェン・ハオ4×5"ウッドビューカメラ、㊨8×10"ピンホールカメラ
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そこにあるのは交換レンズ企業が事業を拡大した

のも事実だが、明らかにそれ以上に一眼レフとミ

ラーレス機によって本格的な動画撮影が手軽に行

われるようになったことだ。そして以前は高価で

あったシネ用カメラが、レッド、ブラックマジッ

ク、一眼レフ、ミラーレス機などの出現により、価

格が大きく下がったのと同じように、特殊価格帯

にあったシネ用レンズが、これからは一般的な価

格になるのではないかと考えられる。

　また360°カメラ、ゴーグルによるVR 映像など

も新しい分野として注目されており、今回のフォ

トキナ会場でもいくつか見ることができた。

　ゴーグルによる映像は、フォトキナ事務局の展

示を始め、ニコン、リコー、カールツァイス、一

部中国企業などに見ることができたが、数年来見

てきたアメリカCES での盛り上がりとはまったく

別の感じを受けた。特にここ2 年ほどCES の入口

にはサムスンが陣取り、ゴーグルによる360°VR

映像の前には列をなして観客が並んでいたのに対

し、フォトキナではその熱気がない。残念ながら

サムスンはカメラ事業から完全に撤退したために、

今年からフォトキナには不参加だったが、もしサ

フォトキナ事務局が設置した 3 6 0 °シネマコーナーで、
いすに座って V R ゴーグルをかけ 3 6 0 °動画を見る人たち

クールジャパン。会場内に設置された D N P のマンガプリ
クラマシンの前にはいつも若い人たちが列を作っていた

ムスンが参加していたらどうだろうかとも考える

が、やはり写真とアミューズメント映像の客は、

求めるものが違うのだと思わざるを得ない。

　1980 年にフォトキナに訪れたときは、入口近く

はライカ、アグファ、コダック、ポラロイドなど

の企業が占めていたのをおぼえている。そして、

多くの業務用シネ機材、ビデオ機材メーカーなど

も出展していたが、いまはまったくそのような関

連した商品の展示は見ることができなくなった。

　産業が成熟すると、新しい分野が確立されるの

だ。たとえば動画は、放送機材や映画関連の機材

展のほうに出向くわけだ。つまりシグマやサムヤ

ンが本格的に動画用としてシネレンズを売り込も

うとすると、そちらの機材展に出展することにな

る。そのようにして、あるときはカメラや写真の

派生技術として存在していた商品が、それぞれ独

立して、新たな業界に進出していくことになる。

　結果として、フォトキナは、より根幹となるカ

メラやレンズ技術の見本市となるのだが、今後VR

映像技術はこの分野にとどまることができるのだ

ろうか。むしろさまざまな分野へと分散していく

ことが、写真産業の進化発展だと考える。

会場の一画には額縁屋さんが多数出展していた。写真がど
のようなプリント形式であっても飾ることは同じなのだ

フォトキナシンボルゾーン。いままでは、大きな地球儀
がつるされていて、床に写真プリントが貼り詰められて
いたが、今年からはデザインが一新された




